日本OP第5-12-02号

平成24年度　第2回ＯＰ協会理事会議事録
日時：
平成24年10月13日（土）10:00～17:00

場所：
横浜鶴見リブマックスホテル　2階　会議室
参加者：
国見副会長、周東監事、矢野理事長、河内副理事長、濱本理事、荒川理事、田中理事、岡田理事、花田理事、富沢理事、榊原理事、須河内理事（順不同）

議事録：
花田理事
確認者：
荒川理事（東日本）、岡田理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、矢野理事長を議長として審議を実施した。

審議事項

議題1　強化・普及・育成・海外派遣委員会より
1.
2013年海外派遣について

· IODA世界選手権　5名

· IODAアジア選手権　20名

· IODA　ヨーロッパ選手権　4名

· IODA　北米選手権　4名（日本の参加が認められた場合）



2.
海外派遣内定者・選考会参加選手数について

· 世界選手権内定：
高山颯太、ヨーロッパ選手権内定：花田義弘

· 最終選考会参加選手数：
全日本40名（男子30名、女子10名内9年1名）　全日本チームレース2名（男子1名、女子1名）




3.
2013アジア選手権の参加選手について
· 選考会順位上位4名の選手と内定者1名をアジア選手権に内定する。




4.
世界選手権・アジア選手権の役員について

· 世界選手権：コーチは鈴木國央、監督及び国代表はチームからの申請とする。
· アジア選手権：コーチは鈴木國央、宮川恵子、監督及び国代表は地元開催のためJODA及びチームで検討する。



5.
2013年NT合宿について
· 日程：2013年4月27日（土）－29日（月）

· 開催場所：和歌山




6.
正月合宿について
· 和歌山セーリングセンターにて2013年1月3日から6日にかけて実施される正月合宿にJODAが協力する。




7.
普及について
· JODAホームページの充実、OP級の詳しい説明やセーリング競技の解説を増設する。

· JODAの活動の周知のため都道府県連にイヤーブックを配布する。

· JODA主催レースの広報（舵、バルクヘッドマガジンなど）を行う。

· 全日本大会枠申請レースの実施報告をホームページに追加する。

· フェースブックでJODA公式アカウントを作成し情報発信する。




議題2　会計より



1.
会計担当交替による引継ぎ状況の報告
· ゆうちょ銀行口座の名義変更完了

· 三井住友銀行の口座は、長堀前理事の名義のままアジア選手権終了までは運用する。

· 10月1日より新会計担当の須河内理事が運用。




2.
ネットバンキングの活用

· 会計担当理事が勤務内に銀行へ出向くことが困難なため、入金確認や振込みなどネットバンキングを通じて行うことを承認した。




3.
決算報告

· JODA中間決算報告および全日本選手権（葉山）の決算報告がなされた。




4.
2013年アジア選手権の会計について
· 須河内理事が大会実行委員会の会計の取りまとめを行い、サブとして長堀前理事が大会用外貨口座の管理を行う。



議題3
　レース委員会より


1.
2013年JODAナショナルチーム最終選考会の日程
· 2013年3月17日（日）－20日（水）とする。


2.
2013年東西選手権の日程

· 7月上旬から8月上旬に実施、レース委員会担当理事が開催地と調整する。



3.
全日本チームレース選手権大会の日程

· 本年同様、温暖な9月に実施することで開催地広島と日程の調整を行う。

· チームレースのレベルアップのため例年広島で開催されているチームレースセミナーの後援を行い広く参加選手を募る。

4.
2013年東日本選手権の開催地
· 葉山港がアジア選手権で重複するため、他の開催地の選定について東日本の理事で調整する。




5.
2014年以降の全日本選手権の開催時期について

· 次回理事会までに加盟クラブに対しアンケート調査を行い、広く意見を募る。




6.
2013年全日本の日程

· 2013年10月31日（木）－4日（月）とする。10月31日は早期到着日。
7. 2013年11月初旬開催の全日本（蒲郡）の大会枠の適用時期について

· 大会枠の申請を認める大会は2013年の東西選手権までに開催される大会とする。



議題4
　計測委員会より



1.
新型フォイルおよびIOD95艇の適用
· 2004年にクラス規則改定で旧型フォイルが規則に適合しなくなっているが、国内ではナショナルチーム最終選考会のみ使用を義務付けている状態である。また、従来艇の使用を全日本選手権で認めているが、猶予期間として十分な時間が経過しているのではないか。

· クラス規則に適合した状態で全日本選手権、最終選考会を行うために適正な猶予期間を計測委員会で登録状況を調査し、次回理事会で評価検討する。



議題5
　2013年アジア選手権について



1.
大会実行委員会人事
· 実行委員長：矢野理事長

· 実行副委員長：花田理事

· 大会事務局（国内担当）：榊原理事

· 大会事務局（海外担当）：花田理事

· 大会会計：須河内理事、長堀前理事

· 式典担当：国見副会長

· 会場担当：富沢理事

· レース委員会：神奈川県連に依頼

· チームレースレース委員長：広島SSに依頼

· プロテスト委員会：田中正昭氏、前園昇氏、他IODAと協議
· 計測委員会：荒川理事




2.
チャーター艇、チャーター支援艇の販売について

· FAEREAST社からチャーターするオプティミスト及び支援艇を大会終了後に希望者に販売することが可能と連絡あり。売却の手続きを確認した上でJODAホームページで販売価格や条件などを公表し、購入希望者を募る。

次回の理事会は、平成24年12月の予定。

以上
